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県では、滋賀にある美の資源を活かして、滋賀の魅力を一層高め、県民の誇りを醸成する

ことを目的として、平成２４年度（２０１２年度）から「美の滋賀」づくりの取組を推進してきまし

た。 

 

「美の滋賀」の発信拠点として計画した新生美術館では、滋賀県立近代美術館（以下、「県

立美術館」という。）と滋賀県立琵琶湖文化館（以下、「琵琶湖文化館」という。）の施設面の課

題に対応すると同時に、「近代・現代美術」、「アール・ブリュット」、「神と仏の美」という滋賀な

らではの３つの美を一体で表現することを目指して、整備に向けた検討を進めてきましたが、

平成 29 年度(２０１７年度)の建設工事の入札不落を契機に様々な検討を行った結果、新生

美術館計画は一旦立ち止まることとしました。 

 

その後、平成 30 年度(２０１８年度）には、それまでの取組を総括した上で、まずは、県立美

術館の老朽化対策工事を先行させ、早期の再開館を目指すとともに、新生美術館計画の見

直しを行うこととしました。 

さらに、令和元年度(２０１９年度)には、発信拠点の考え方についても方針を転換し、今後は、

県立美術館と琵琶湖文化館後継施設の２つの施設を核として、美の発信を行っていく方針を表

明しました。 

 

こうした経過により、新生美術館計画は断念することとなりましたが、滋賀の美の魅力を発

信する取組は、引き続き、県の主要施策の一つとして、関係者との連携のもとで、積極的に推

進していくこととしました。 

そして、今後の新たな展開に向けて、平成 25 年度（201３年度）に策定した「新生美術館

基本計画」は廃止し、令和３年（２０２１年）３月には、県立美術館の事業運営の方針等も含め

た、滋賀の美の魅力発信に関する全体計画として「美の魅力発信プラン」を策定しました。 

 

 

 
本プランの期間は、令和３年度(２０２１年度）から令和７年度(２０２５年度)までの５年間と

します。【中間見直し後 令和 6 年度（2024 年度）～令和 7 年度（2025 年度）】 

（ただし、琵琶湖文化館の施設整備については、開館目標年度まで定めることとします。） 

 

 

 

「美の魅力発信プラン」の目標年度である令和７年度（２０２５年度）に向けて、喫緊の課題

のみ対応し再開館した、美の魅力発信の核となる美術館の課題や文化観光拠点施設としての

認定、博物館法改正などの状況の変化などを踏まえ、美術館の魅力向上の検討を軸に中間

見直しを行い、美の魅力発信の一層の推進を図ることとします。 

 

 

１ 策定の趣旨 

（１） 趣旨 

（２） 計画期間 

（３） 中間見直しの趣旨 
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① 「美の滋賀」発信懇話会からの提言 

平成２４年（２０１２年）２月、「美の滋賀」発信懇話会から、滋賀ならではの美の魅力を活

かし、県民生活の満足度向上や、地域の活性化を目指す「美の滋賀」づくりの推進に関する

提言が示されました。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 
 

２ 経過等 

＜平成 24 年（２０１２年）２月 「美の滋賀」発信懇話会 提言の概要＞  

・滋賀の様々な美を人と人がつながり合い

交差しながら伝えていく「場」 
 
・美を通して誰もが関わりつながれる「座」

（3.11 東日本大震災を契機） 

経済成長に偏重し、地域のつながりや絆

をないがしろにしてきたことの反省 

「暮らしの中で本当に大切にしなければ

ならないものは何か」を「美」を通じて

問い直しができる滋賀 

（県を取り巻く状況、課題） 

〇 仏教文化に代表される長い文化の蓄積 
〇 県民が滋賀の美の良さに気づいていない 
〇 滋賀県のイメージが希薄、優れた資源の魅力が

県のブランド向上につながっていない。 
〇 県立美術館の展覧会の観覧者が減少傾向、施

設の老朽化、狭あい化 
〇 琵琶湖文化館の休館、地域で保存管理が困難

なケースが増加 
〇 アール・ブリュットの評価・関心の高まり 

滋賀らしい「美」の発信のあり方 

（滋賀モデルの７つの視点） 
  
①滋賀の美を新たな共通性や関係性を持って発信する。 

②人びとや地域が親しみ、支え合ってきた美で人をつなぎ、美を守る。 

③地域の美を見てもらいながら守っていく。 

④施設に陳列した美を見せるだけでなく、創造活動の現場や暮らしの

場とつながり、そうした現場と交流しながら受発信を行う。 

⑤滋賀の美への敷居を低くする。しかし、質は落とさない。 

⑥県民参加で取り組む中で県民自身に発見し理解してもらいながら、

県民総ぐるみで滋賀の美の魅力を伝えていく。 

⑦美を通した人と地域、社会の活動 

人間の本質や人びとの

つながりを取り戻す 

県民生活の満足度向上 

経済の振興、地域の活

性化 

地域そのものを次世代

へつなげる 

（目指す方向性） 

滋賀をみんなの美術館に 

（社会的背景）  

 

暮
ら
し
の
美
・ 

 

生
活
文
化
の
美 

 

自
然
の
美
・ 

 
 

琵
琶
湖
の
美 

アール・ブリュット 

第一弾として３つの美の編みなおし 

県立美術館の資産 神と仏の「美」 

①県民や関係者とともに「美の滋賀」の土壌をつくり、活動を活性化させる 
②新生美術館をつくり、地域や現場と交流しながら受発信する 
③滋賀の「美」の魅力を県民自らが伝える舞台をつくる 

（１） 「美の滋賀」の経過 
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②新生美術館計画の推進および方針転換 

「美の滋賀」の入口・拠点として計画した新生美術館では、県立美術館と琵琶湖文化館を

統合し、近代・現代美術、アール・ブリュット、神と仏の美という滋賀の特徴的な３つの美を

一体的に表現することを目指しましたが、事業推進の過程において関係者の皆様のご理解

を得られる状況を作り出せず、計画を実現することができませんでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜新生美術館計画の経過＞ 
  

平成 25 年 12 月 
(2013 年) 

「新生美術館基本計画」を策定 

平成 26 年 11 月 
(2014 年) 

設計業務の委託に係る公募型プロポーザルを公告 

平成 27 年 3 月 
(2015 年) 

ＳＡＮＡＡ事務所と設計業務委託契約を締結 

平成 28 年 5 月 
(2016 年） 

基本設計とりまとめ 

平成 29 年 1 月 
(2017 年) 

実施設計とりまとめ 

平成 29 年 8 月 
(2017 年) 

入札（県立美術館増築その他工事） ※予定価格超過のため不落 

平成 30 年 7 月 
(2018 年) 

「すべてを包含した新生美術館整備については、いったん立ち止まり、喫緊
の課題への対応を優先して取り組む」旨、県議会で表明 

平成 30 年 11 月 
(2019 年) 

「県立美術館は、老朽化対策を実施し、2021 年度早期の再開館を目指す。あ
わせて、2020 年度に新生美術館基本計画を見直す中で、県立美術館の機能向
上および琵琶湖文化館の機能継承について検討を行う」旨、県議会で表明 

令和 2 年 2 月 
(2020 年) 

「県立美術館と琵琶湖文化館後継施設の２つの拠点を核に、３つの美、さら
には「美の滋賀」を発信していく」旨、県議会で表明 
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③「美の滋賀」づくりの推進 

新生美術館計画と並行して、懇話会提言で示された「滋賀モデルの７つの視点」に沿って、

「美の滋賀」づくりの取組を推進してきました。 

主な取組は、以下のとおりです。 

   

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 
 
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 
 
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

県立美術館および琵琶湖文化館の館外展示 

「美の滋賀」の土壌づくり・活動の活性化 

ぴかっ to アート展の開催 

障害のある方々を対象に作品公募を行い、応募された作品の中から厳選
された作品を展示  
(成果) Ｈ23∼R 元年度に 2,400 点を超える作品応募があり、来場者数は

2 万人を超える。障害者の造形活動の発表機会の充実や、造形活
動のすそ野拡大につながっている。 

休館中の県立美術館、琵琶湖文化館の収蔵品を活用した展覧会を国内外
の施設で開催  
(成果) Ｈ24～R 元年度に延べ 23 カ所での展示を行い、総来場者数は 60

万人を超える。両館のコレクションの魅力を国内外に幅広く発信
できた。 

美の滋賀プロジェクト推進事業 (旧 ： 地域の元気創造・暮らしアート事業） 

アートや暮らしの中にある美の資源を活用した取組を募り、取組を支援
するとともに、県全体で一体的に魅力を発信  
(成果) Ｈ25～R 元年度に延べ 73 事業を支援し、関連イベントへの総来

場者数は延べ 28 万人を超える。BIWAKO ビエンナーレ等のアー
トイベントを通じて、多くの人に感動を与えるとともに、地域の
魅力発信や地域の活性化につながっている。 BIWAKO ビエンナーレ 

マイヤーガーデン滋賀特別展 
 

美術館地域連携プログラム 

地域の学校や公民館等に県立美術館の学芸員等が出向いて、講座やワ
ークショップを開催  
(成果) Ｈ29～R 元年度に延べ約 500 回のプログラムを実施し、総参加

者数は３万人を超える。県内の多くの方に美術の楽しさを知っ
ていただき、地域と県立美術館の結びつきを深めた。 県立美術館学校出前授業 

「滋賀の美」と祭りのこころを伝える人づくり事業 (旧：「千年の美」つたえびとづくり事業) 

文化財の守り手、伝え手を育成するための専門講座や、民俗文化財保護
団体同士が互いに交流・研修する担い手研修を実施  
(成果) Ｈ25～30 年度に延べ 35 回の講座・研修を実施し、総参加者数

は 1,700 人を超える。それぞれの地域で文化財を守り伝えてい
く意識を醸成し、県民による歴史文化の発信活動につなげた。 

地域や現場との交流のもとでの受発信 

美の魅力を県民自らが伝える舞台づくり 
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「美の滋賀」では、美術や芸術に止まらず、自然や歴史、営みに触れることで感じられる

「滋賀の美」の魅力を県民自ら発信し、総体として滋賀のブランドが高まっていくこと、そし

て、そうした活動が広がる中で、人と人、人と地域の新たな出会いが生まれ、価値が創造さ

れることを目指してきました。 

 

平成２４年度（２０１２年度）以降、こうした考え方のもとで、「美の滋賀」の土壌づくり、活

動の活性化に取り組んできたことにより、各主体による美の発信の取組は、確実に広がり

を見せています。 

その表現方法も実に多彩で、「町家×現代アート」、「アール・ブリュット×まちづくり」、「旧

小学校×オペラ」、「暮らしのわざ×映像」、「ガラス×アート」、「滋賀の風景×写真」、「地域資

源×ものづくり」など、それぞれの資源や地域の魅力をユニークな切り口で発信することで、

多くの人に滋賀の素晴らしさを伝えることができたと考えています。 

こうした各主体の活動は、滋賀の美の魅力を発信する上で、土台となるものであり、今後

も、こうした灯を絶やさず、様々な面白い取組が県内各地で展開されるよう、県としても積

極的に推進していきます。 

 

一方、「美の滋賀」の拠点として、様々な検討を重ねながら取組を進めてきた新生美術館

については、事業推進の過程において、関係者の皆様のご理解を得られる状況を作り出せ

ず、計画を一旦立ち止まることとしました。また、その後、文化財を取り巻く状況の変化を

踏まえ、琵琶湖文化館を独立した施設として整備する方針に転換したことにより、最終的

に、新生美術館計画を実現することができませんでした。 

しかし、美の魅力を発信し、取組を具現化していく上で、入口・拠点となる施設の存在は

必要不可欠であり、今後は、令和３年度(２０２１年度)に再開館した県立美術館と、新たに

整備する新・琵琶湖文化館（以下、「新文化館」という。）において、その役割をしっかり担い、

新たな形で、滋賀の魅力発信や地域への誘いを推進していきます。 

 

また、これまで、全体の取組を効果的に推進していくための総合的なプラットフォームが

なかったことや、他の県立施設や、民間や市町立の美術館・博物館等との連携が十分図れ

ていなかったことは、課題であったと考えています。 

 

今後は、こうした成果や課題も踏まえつつ、より大きな観点で全体を再構築し、滋賀の美

の魅力発信の取組をさらに充実・発展させていきます。 

 

 

 

  

（2） これまでの取組の評価 
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本県には、原風景ともいうべき琵琶湖を中心とした自然美、自然と共生する中で育まれ

大切に守り伝えられてきた文化財、伝統工芸等の暮らしに根付いた美意識、さらには、県

内アーティストによる創作や美術館やびわ湖ホールで触れられる先端的な芸術など、過去

から現在に連なる「多様な美の資源」があふれています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 滋賀の美の魅力の再評価 

（１） 滋賀の多様な美の魅力 

生活文化・祭り 

長浜曳山祭、大津曳山祭、 

日吉山王祭、近江八幡の 
火祭りなど特徴的な 
多くの祭り 

歴史・城郭 

彦根城、安土城、八幡山城 

長浜城、坂本城など 
1,300 以上の城郭数は 
単位面積あたり全国１位 

近江八景･琵琶湖八景 

堅田の落雁、賤ケ岳 等 

アート・イベント 

BIWAKO ビエンナーレ 

など地域に根付いた 
アートイベントが定期的
に開催 

近代建築 

近江八幡市などの 

ヴォーリズ建築群や 
旧長浜駅本屋等の 
鉄道関係遺産など 

アール・ブリュット 

造形活動に早期から取

り組んできた福祉の歴
史を背景に、見出され
た優れた作品 

伝統的工芸品 

信楽焼や彦根仏壇、近江
上布など地域の人々の生

活と密着しながら受け継
がれてきた工芸品 

近江の文化財 

仏像彫刻等の美術工芸

品や、社寺建築など篤い
信仰とともに守り伝えら
れた文化財 

北国海道･西近江路 

海津･西浜･知内の 

水辺景観 

針江のカバタ 

大溝城跡 

白鬚神社 

日吉大社 

三井寺 

浮御堂 

世界農業遺産 

               

棚田、エリ漁、カバタなど 

森・里・湖に育まれる 
漁業と農業が織りなす 
琵琶湖システム 

街 道 

東海道、中山道など 
多くの街道が通る 
「道の国」の街道文化 

 

書道文化 
明治の三筆中２名の出
身地である等、書にゆ
かりが深く、創作活動

も盛ん 

日本遺産 

琵琶湖とその水辺景観、忍

びの里、六古窯、終活の旅、
琵琶湖疎水、海を越えた鉄
道の６ストーリーの魅力 
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 滋賀の美を巡っては、近年、以下のように、魅力・評価の高まりや、発信力の強化、取組の

加速化につながる動きが見られます。 

 

  県立美術館は、休館中の収蔵品の他館貸出件数が年１２０件を超

え、全国で開催された館名を冠した企画展に約１０万人が訪れるな

ど、そのコレクションは、高い評価を得ています。 

  県内では、作家や美術芸術関係団体の活動が盛んで、若手作家の

共同アトリエが複数開設されたほか、本県ゆかりの作家が写真や絵

画など様々な分野で活躍しています。 

  アール・ブリュットの分野では、国内外の展覧会に県内作家の作品

が数多く出展されています。また、令和 5 年度（２０２３年度）には、

日本財団から作品寄贈を受け、世界的に見ても有数のアール・ブリ

ュットのコレクションを擁することとなりました。 

  文化財については、「風流踊」がユネスコ無形文化遺産に、「智証大

師円珍関係文書典籍」がユネスコ世界の記憶に登録されています。

また、彦根城については、世界遺産登録に向けて、令和５年度(２０

２３年度)に事前評価申請書が国からユネスコに提出されました。 

  美の発信に関連する動きとして、令和４年（２０２２年）７月に、琵琶

湖と共生する滋賀県ならではの農林水産業の取組（琵琶湖システ

ム）が世界農業遺産に認定されました。また、その構成要素である

「食文化」として、「近江のなれずし製造技術」が国の登録無形民俗

文化財に登録されました。 

  令和元年度(２０１９年度)には、ビワイチがナショナルサイクルルー

トに認定され、滋賀の美の魅力を身近に感じられる環境整備も進ん

でいます。 

  文化観光への取組としては、令和３年（２０２１年）１１月に県立美術

館が文化観光推進法に基づく、地域における文化観光を推進する

拠点となる施設として認定され、地域に根差した文化やアートを楽

しみながら県内を巡る文化ツーリズムを推進しています。 

  次代に引き継いでいきたい眺望景観について考えるきっかけに 

    するとともに、滋賀の景観を守り育てる施策に活用するため、県民 

    一般投票を行い、将来にわたり守り育てていきたい「滋賀の眺望景 

観ビューポイント」を 30 箇所選定しました。 

  

（2） 滋賀の美を取り巻く最近の状況 
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①滋賀県基本構想の推進 

本県には、他に誇るべき滋賀ならではの美の資源が身近にあふれています。しかし、そのこ

とを県民自身が深く意識しておらず、県外の人にも十分知られているとは言えません。 

本プランの推進を通じて、県民をはじめ多くの方々に、様々な形で滋賀の美の魅力を伝

え、実際にその魅力に触れていただくことで、喜びや幸せ、こころの健康を実感いただき、

基本構想で掲げる「未来へと幸せが続く滋賀」の具現化につなげていきます。 

 

②ＳＤＧｓ達成への貢献 

社会構造の変化等に伴い、文化財や伝統行事等の中には、地域の力だけで守っていくこ

とが困難になってきたものも増えてきています。 

本プランでは、美の発信を通して、こうした資源にも光を当て、新たな関係性や可能性を

生み出すことで、美の資源や地域そのものを次世代へつなげ、滋賀の持続可能性を高める

ことを目指していきます。 

また、美の魅力発信の取組は、文化はもとより、環境、観光、教育、福祉など多分野に関

係が及ぶものであり、幅広い観点で、ＳＤＧｓ達成に貢献していきます。 
 

<関連するＳＤＧｓのゴールとターゲット> 
 

ゴール ターゲット 主 な取 組  

４ 全ての人に包摂的か
つ公正な質の高い教育
を確保し、生涯学習の
機会を促進する 

4.7 文化多様性と文化の持続可
能な開発への貢献の理解の教育
を通して、全ての学習者が、持
続可能な開発を促進するために
必要な知識及び技能を習得でき
るようにする。 

○美術館・博物館等におけ
る教育普及事業の充実 

○滋賀の美の魅力発信に取
り組む団体等の活動支援 

○アートにどぼん！ 

８ 包摂的かつ持続可能
な経済成長及び全ての
人々の完全かつ生産的
な雇用と働きがいのあ
る人間らしい雇用（ディーセン
ト・ワーク）を促進する 

8.9 地方の文化振興・産品販促
につながる持続可能な観光業を
促進するための政策を立案し実
施する。 

○アートファン向け周遊コ
ースの開発など観光施策
と連携した取組 

○県立美術館や新文化館か
ら県内各地への誘い 

10 各国内及び各国間
の不平等を是正する 

10.2 年齢､性別､障害､人種､民
族､出自､宗教あるいは経済的地
位その他の状況に関わりなく、
全ての人々の能力強化及び社会
的、経済的及び政治的な包含を
促進する。 

○美術館改革(オンライン美
術館の設置､ホームペー
ジ等の多言語化､誰もが
アートを楽しめる展覧会
鑑賞プログラムの検討) 

11 包摂的で安全かつ強
靱（レジリエント）で
持続可能な都市及び人
間居住を実現する 

11.4 世界の文化遺産及び自然遺産
の保護・保全の努力を強化する。 

○新文化館による近江の文
化財の次世代継承（サポ
ートセンター機能） 

 

 

 

（１） 今後の展開において踏まえるべき視点 

４ 今後の施策展開の基本的考え方 
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③新型コロナウイルス感染症による変化 

新型コロナウイルス感染症の世界的流行により、展覧会やアートイベント等の活動や鑑賞

機会が減少しましたが、文化芸術は感動や心の安らぎをもたらすなど、人間が生きる上で

欠かせないものであることを改めて認識する機会となりました。 

また、テレワークなど新しい生活様式の浸透により、都市を離れ、自分に合った地域へ移

り住む選択も可能となる中、自然や文化的資源など地域の魅力や価値を再評価する動き

も活発化するとともに、デジタル技術の活用が一層進むなど表現方法も多様化しています。 

こうした状況の変化は、大きな転機であると同時に、地域の魅力を発信していく好機で

もあります。関係者との幅広い連携のもとで、滋賀の美の魅力を一体的に発信し、効果を

県内に波及させていきます。 

 

④子ども・子ども・子ども 

文化芸術は、想像力と感性を備えた豊かな人間性を育むなど、人間が人間らしく生きる

糧となるものであり、子どもの成長や未来において極めて重要です。 

これまでから、「アートにどぼん！」や「ホールの子事業」、「つちっこプログラム」等におい

て、文化芸術活動の機会を提供するとともに、文化芸術活動を通した自己表現の機会や

交流の機会を提供してきましたが、すべての子どもたちに滋賀の美の魅力を伝えるため、

子どもの意見を尊重した多様な文化芸術へのつながりを展開していきます。 

 

⑤国スポ・障スポ大会や大阪・関西万博 

令和７年度（２０２５年度）に本県で開催される、第７９回国民スポーツ大会・第２４回全国

障害者スポーツ大会（愛称「わた SHIGA 輝く国スポ・障スポ」）や、２０２５年日本国際博覧

会（略称「大阪・関西万博」）により、国内外からの多くの来県者が見込まれます。 

こうした状況を、本県の多様で豊かな美の魅力を国内外に発信する好機とし、各地で滋

賀の美の魅力を発信し、開催の機運醸成や地域に根差した文化やアートを楽しみながら県

内を巡る文化ツーリズムにつなげていきます。 
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「美の滋賀」発信懇話会の提言では、地域で支え合ってきた美で人をつなぎ、地域の

美を見てもらいながら守っていくことこそが、「滋賀らしい美の発信のあり方」であり、

そのためには、創作活動や暮らしの現場とつながりながら、県民総ぐるみで滋賀の美

の魅力を伝えていくことが重要であるとされています。 

 自然景観や文化財、伝統工芸など滋賀の美の資源の多くは、地域や歴史、営み、暮らし

の中で培われ、根付いてきた日常の美であり、提言で示されたこうした考え方は、引き

続き、滋賀の魅力を「美」の視点で発信していく上で基本に据えるべきものと考えます。 
 

これまでは、滋賀の美を大きな視点で編み直し、よりインパクトある形でわかりやす

く発信していくため、特徴的な「３つの美」を中心に据えて取組を展開してきましたが、

滋賀の美の魅力は、その土地土地にありのままの形で存在し続けている点にあり、「多

様性」こそが最大の特徴であるとも言えます。 

 また、美味や美声という言葉もあるように、「美」は目に見えるものに限られず、様々

に感受されるものであり、その魅力を伝える方法も様々です。 
 

 今後は、従来の発想にとらわれず、滋賀の美の魅力をいろいろな形で発信し、多様で

豊かな美の魅力が、各地域に満ち溢れている滋賀県全体を、あたかも、ひとつの「美術

館」のように感じていただけるよう、『美の魅力にあふれる滋賀をみんなの美術館に』

というコンセプトのもと、多くの方々の共感・参画を得ながら、滋賀の美の魅力発信に

取り組んでいきます。 

 

 なお、これまで、「美の滋賀」という呼称・考え方のもとで、取組を推進してきましたが、

その中心であった新生美術館計画を断念し、今後は、上記の新たなコンセプトのもと、

12 ページ以降に掲げる新たな施策展開の４つの柱に沿って、事業を展開していきます。 

これまでの経過や「美の滋賀」の理念は大切にしつつ、イメージを新たに、関係者の皆

さんとともに事業を作り上げていくため、全体の呼称を「美の滋賀」から「美の魅力発

信」に改めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 基本的考え方 
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本プランの推進を通じて、このような滋賀県を目指していきます。 
 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

  

（３） 目指す姿 

  子どもの頃から、美やアートに触れる機会に恵まれ、その魅力に触れることで、豊かな感

性が育まれ、楽しさや新たな学びを享受しながら、満ち足りた生活を送っている。 

  文化芸術活動や美の魅力を伝える活動に参加する機会が多くあり、人と人、人と地域が

つながる中で、滋賀の美への愛着が深まっている。 

県 民 

  創作活動や保存継承の活動への地域住民の深い理解、発表の機会や場所に恵まれ、活

動が盛んに行われている。 

  作家や団体、施設等のつながりが、網の目のように広がり、分野を超えた出会いや交流

によって、新たな創作や活動の刺激となっている。 

文化芸術関係者 

  滋賀の美を楽しみに、国内外から多くの人が繰り返し訪れ、地域の振興や経済の活性化につ

ながっている。 

  企業の経営や人材育成にアートの視点が取り入れられ、感性や創造性が磨かれる中で、企業

価値の向上につながっている。また、アートとビジネスの融合をきっかけに、業種を超えた交

流や社会貢献、新たな商品・サービスの創出にもつながっている。 

県内経済・企業 

  県民や関係者、地域の活動によって、滋賀の美の魅力に磨きがかかり、より多くの人の目

に触れることで、美の資源が、滋賀のアイデンティティとして次世代に引き継がれている。 

  滋賀の美の良さを実感した人が、滋賀へ移り住み、その魅力を自ら伝え、守り手として地域

の活動に参画している。 

地 域 
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「滋賀をみんなの美術館に」の具現化に向けて、(1)交流や発信の場づくり、(2)ネットワー

クを活かした多面的な発信、（３）美術館改革、（４）琵琶湖文化館のリスタート の４つの柱で

施策を展開していきます。 

 

   
【これまでの成果と課題】 

・令和３年（２０２１年）4 月に県立美術館内に文化芸術振興課美の魅力発信推進室を設置し、美術

館と連携しながら、美の発信に関する総合センターとしての役割を果たしてきた。 

・多様で豊かな美の魅力が、各地域に満ち溢れている滋賀県全体を、あたかも、ひとつの「美術館」

のように感じていただけるよう、『美の魅力にあふれる滋賀をみんなの美術館に』というコンセプト

のもと、滋賀の美の魅力発信事業を展開することができた。 

・滋賀の美の資源を活用した県内各地域でのアートイベント等の取組への支援を行い、各団体の

連携と情報発信を強化することができた。 

・県立美術館に「アール・ブリュットおよび信楽焼常設コーナー」を設置することで、県立美術館自

身の魅力向上と併せて、滋賀ならではの文化資源をテーマにした観光や周遊のきっかけを作るこ

とができた。 

・びわこ文化公園内をフィールドに、公園内各施設や県内の団体・作家等と連携し、子供や親子連

れを対象としたアートや文化関係のワークショップ「美の糸口ーアートにどぼん！」を開催し、アート

や滋賀の文化に触れることができるカルチャー・パークとしての賑わいにつなげることができた。 

・今後、各地域の施設や団体との連携をより一層進めるとともに、今後のインバウンド需要に対応

した効果的な発信を行っていく必要がある。 

  

県立美術館を、「美の発信に関する総合センター」と位置づけ、プラットフォームとしての機能

を発揮する中で、関係者や県民の交流を創出するとともに、滋賀の多様な美の魅力を国内外に

効果的に発信していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１） 交流や発信の場づくり 

５ 施策展開の４つの柱 
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① 美の発信に関する総合センター（プラットフォーム）の設置 

専門職の学芸員を擁する県立美術館にプラットフォーム機能を付加し、本来の美術館と

しての活動とも関連付けながら、次のような取組を展開します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

ア） 美の発信に係る統一的な事業展開 

  「滋賀をみんなの美術館に」というコンセプトの具

現化に向けて、統一的なロゴマークやキャッチフレー

ズにより、戦略的に事業を展開していきます。 
 

イ） 美の魅力の効果的な発信 

 多くの人に滋賀の美の魅力に触れていただけるよう、 「自然」、「歴史」、「伝統文化」、

「暮らし」、「アートスポット」、「施設・作品」、「イベント」、「人」など多様な美の資源に光を

あて、それらを専門ライターによる特集記事や、県内外のアートファン向け周遊コースの

形で、ホームページや SNS 等から多言語により発信します。 

 

ウ） 美の発信の応援団づくり 

県ゆかりの作家、美術芸術活動団体、大学、企業、施設関係者、ギャラリーなど、美の

発信を応援していただける関係者とのパートナーシップを構築し、幅広い発想と連携の

もとで、持続的に事業を展開します。 

  また、「アートにどぼん！」など美やアートのイベント等に協力いただける方や、ＳＮＳ

や地域等で自ら美の発信を行っていただける方を募り、支援を必要とする活動主体と

のマッチング等も行いながら、取組を充実していきます。 

県立美術館 

美の発信に関する総合センター 
（プラットフォーム） 

公立の美術館としての機能 

・次代に継承すべき美術品の収

集・保存 

・県民に美術に触れる機会を提

供する展覧会、講演会等の開催 

・県民の活動の発表の場として

のギャラリーの運営 

・美術に関する調査研究、教育普

及活動 

（機能イメージ） 

応援団 

  づくり 

活動支援 

相談・ 

ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾄ 

 美の発信に関する統一的な企画・広報 企画・広報 

＋ 

 関係者のネットワークづくり 

 美術関係団体、大学、企業等と連携した取組 

 応援団人材の裾野拡大 

 美の取組や美術館との連携に関する相談受付 

 活動の主体と応援団人材のマッチング 

 学校現場と美術館等との協力・連携 

 団体等が行う美の発信の取組支援 

 将来を担う県内の若手作家等の支援、紹介 

 アール・ブリュット等に係る連携、情報発信 

 ｢アートにどぼん！｣の運営 

美やアートを 

通じた交流や 
発信の拠点 

滋賀の美の魅力を国内外に発信 新たな文化的価値の創造 

具体的な取組イメージ 
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エ） 団体や地域等が行う美の発信の取組支援 

団体や地域が行う美の資源を活用したアートイベント等の取組を財政的に支援する

とともに、伴走型支援等を通して、担い手の育成・確保・懸け橋となる人材など、仕組み

の維持・強化を図り、将来を担う県内の若手作家等を支援します。 

 

オ） アール・ブリュットや福祉の現場から生まれた造形の魅力発信 

県内外から多くの方が訪れる地域での作品展示やアートと障害を考えるネットワーク

の活動を通じて、より多くの方に福祉の現場における先駆的な創作活動の歴史と蓄積

のある滋賀ならではの造形作品の魅力を伝え、関心を持つ人の輪を広げるとともに、

ボーダレス・アートミュージアム NO-MA ややまなみ工房など作品展示を行う県内施

設、造形活動に取り組む福祉施設との連携を強化します。 

また、県立美術館では、令和 5 年（2023 年）にアール・ブリュット作品 549 件の寄

贈を受け、これまで収集した作品と合わせ質・量ともに世界的に見ても有数のアール・

ブリュットのコレクションを擁する美術館として、作品を後世に継承するとともに、展示

等を通じて他の分野の作品とも関連付けながら、美術作品としての価値を伝える活動

を積極的に展開します。 

 

カ） 教育現場と連携した次世代育成 

教育委員会と連携し、県立美術館における団体鑑賞や職業体験の受け入れ等を積極

的に行います。 

また、学校現場が、県立美術館等と連携した美術教育に取り組む際の支援など、子ど

もたちに滋賀の美の魅力を伝える取組を充実させます。 

 

キ） 県施策との有機的連携 

周遊観光を推進するＰＲ事業や、「世界農業遺産」認定を活用したブランド力向上事

業など他部局が推進している関連施策とも連携を図り、事業効果を高めます。 
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②出会い、学び、つながり、発信の場・機会の創出 

県立美術館が立地するびわこ文化公園で、「アートにどぼん！」として、アート等に関する

イベントやワークショップを定期的に開催し、出会い・学び・交流や賑わいを創出します。 

 

 

 

 

 

 

 
 

＜合同イベントのイメージ＞ 

  

 

 

 

 

 

 

 

＜参考＞ 事業費(令和６年度当初予算）   （単位：千円）  

項 目 事業費 

美の資源活用推進事業(団体等支援） ６，３５１ 

美の魅力一体的発信事業 ５，０００ 

カルチャー・パーク事業 １，０００ 

キッズミュージアム事業 ７００ 

ぐるっと美の魅力発信事業 ５，９４１ 

計 １８，９９２ 

アートを通じた 

出会い・交流 

公園全体の 

賑わい創出 

美術館等の公園内 

施設への来館促進 

鋳造体験 

【埋蔵文化財センター】 

 

おはなし会 

      【図書館】 

  作家や団体、企業、学生等の参画を募り、アートやものづくりの魅力を体験でき

るワークショップやイベントを月 2 回程度、開催します。 

  公園の指定管理者、図書館、埋蔵文化財センターなどが実施するイベントや、年

に数回、文化の日などに開催される合同イベントとの連動、文化ゾーン全体の情報

発信など、多くの人に来ていただけるよう工夫・配慮します。 

チョークアート  

【美術館】 

 

 

 

 

 

 

 

色々なワークショップ 

    【美術館】 

 

 

 

 

 

 パーク・ 

   トレイル 

【指定管理者】 

レンコンスタンプの 

オリジナルバッグ 

【公園管理事務所】 

 

オリジナルバッグ 

【公園管理事務所】 

 

 

夕照庵で 

茶道体験 

【指定管理者】
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【これまでの成果と課題】 

・「美の魅力発信５館ネットワーク」を設置したことにより、滋賀の美の魅力の多面的な発信に取り

組むための連携体制を構築することができた。 

（５館：県立美術館、琵琶湖文化館、安土城考古博物館、琵琶湖博物館、陶芸の森） 

・県立美術館と琵琶湖文化館による共催展「千年の秘仏と近江の情景」を美術館で開催した。 

・今後、各施設の有する美の資源をかけ合わせ新たな価値を作り上げる等の工夫を積み重ね、協

働による滋賀の美の魅力の発信に取り組む必要がある。 

・こうした取組を、他の県立施設や美術系ミュージアム等も含めた公立・私立の枠組みを超えた連

携につなげていく必要がある。 

 

県立美術館と琵琶湖文化館を核に、県立施設間や美術系ミュージアム間で、有機的連携を

図り、スケールメリットを活かしながら、話題性や発信力のある取組を展開します。 

また、県内の美術館・博物館７０館で構成される滋賀県博物館協議会等とも連携し、県内各

地域から、多様な美の魅力を発信します。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

①県立施設間の連携 

 県立美術館と琵琶湖文化館を核に、美の発信に関連が深い以下の７つの県立施設を加え

た９施設で新たにネットワークを構築し、共同での企画やプロモーションなど、幅広い連携

を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2） ネットワークを活かした多面的な発信 

県博協 （県内の美術館・博物館 70 館） 

県立 
美術館 

琵琶湖
文化館 

美術系ミュージアム等 
MIHO 
MUSEUM NO-MA 

陶芸の森 

重層的なネットワーク 

県立施設 

佐川美術館 琵琶湖博物館 

安土城考古博物館 

埋蔵文化財センター  図書館 

びわ湖ホール  文化産業交流会館  

各施設への集客 
(相乗効果) 

幅のある美の魅力発信 

地域経済効果への波及 

 
 陶芸作品の展示を行う陶芸館や国内外の陶芸家が滞在し作品を制作する創

作研修館など多様な機能を持つ緑豊かな公園であり、これまでに 1000 人を

超える陶芸家が滞在・制作を行うなど、新たな陶芸文化を創造し続けている。 

＜美の発信の取組＞ 

 やきもの文化の魅力を紹介する展覧会、自然とアートが融合した野外作品

展示、学校との連携によるつちっこプログラム、バーチャルミュージアムの取

組やアーティスト・イン・レジデンス事業の実施により信楽焼をはじめとする滋

賀の陶芸文化や現代陶芸の魅力を国内外に発信 

陶芸の森 

  3 期６年におよぶリニューアルを経て令和２年 10 月にグランドオープン。
「湖と人間」をテーマに未知の世界を研究し、成長・発展する博物館として、展
示・交流空間を刷新。国内外の人々に琵琶湖や暮らしの魅力を発信し、人々
の活動を日常的に支える博物館となるべく、新たな中長期基本計画を策定。 
＜美の発信の取組＞ 
琵琶湖とその周辺の自然や生き物、人々の暮らしや歴史に関わる資料・標本
など博物館の知的資源を「だれでも・どこでも・いつでも」使えるようにすると
ともに、「おとなのディスカバリー」などで実際に標本に触ったり、観察するな
ど本物の体感を通して、自然と文化の両方の価値と魅力を発信。 

琵琶湖博物館 
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②美術系ミュージアム間の連携 

公立・私立の枠組みを超えた県内の美術系ミュージアム６館を中心に新たに会議体を立

ち上げ、学芸員等の交流・連携を深めながら、様々な取組を検討していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 遠くに比叡山・比良山を仰ぎ、目前に琵琶湖をのぞむ風光明媚な地に位置

し、敷地の大部分を占める水庭に浮かぶようにたたずむ３棟の建物の自然美

との調和にも配慮されたその建築美が多方面で高評価を受ける「水に浮か

ぶ美術館」 
 
＜美の発信の取組＞ 

 様々な特別展覧会、親子で楽しめるワークショップ、コンサートや茶会等を展開 

佐川美術館 

 
安土城考古博物館 

 全国的な知名度を誇る安土城の魅力を発信する博物館。｢幻の安土城｣復元

プロジェクトの中核施設として、安土城・信長・戦国の世界を体感できる展示と

すべく改修中。令和 7 年春に第 1 期リニューアルオープン（予定）。 

＜美の発信の取組＞ 

 重要文化財を含む所蔵品の展示、回廊展示や屋外展示、講座の開催等によ

り、安土城・信長・戦国をはじめとする本県の歴史文化遺産を発信 

 
埋蔵文化財センター 

 滋賀県内の遺跡や遺物の調査・研究、遺物や調査記録の整理・保管に加え、

埋蔵文化財から滋賀の歴史を学ぶことに主眼を置いたロビー展示や、体験学

習イベントを開催する埋蔵文化財保護行政の中心施設 

＜美の発信の取組＞ 

 国内外から貸し出し依頼を受ける国内最古級の土偶等、質・量とも豊富な出

土文化財を活かした展示、写生会等の体験学習事業の開催 等 

   関西オペラの拠点として平成２３年度地域創造大賞を、また、プロデュース
オペラ「神々の黄昏」の無観客上演および配信により、「コロナ時代の文化イベ
ントのあり方に一石を投じた」と評価され、第６８回菊池寛賞を受賞するなど
本格的なオペラを上演している。 
＜美の発信の取組＞ 
 自主制作オペラ等の国内外への発信、書道や美術等のキッズワークショップ
も交えた音楽祭の開催、プロモーション映像制作による自主事業の海外プロ
モーション 等 

  

びわ湖ホール 

 
文化産業交流会館 

 地域特性を生かし、伝統芸能を次世代につなげる公演制作などを行う多機

能複合施設。古典芸能キッズワークショップや、新進アーティスト支援、びわ湖

ホールの事業の地域展開にも取り組む。 

＜美の発信の取組＞ 

 長浜市発祥の芝居小屋を復活させた長栄座事業、ロビーにおける伝統産業

展示、県内文化ホールとのコラボレーション事業の開催 等 

 
図書館 

 全ての県民の「知りたい」「学びたい」に応えるとともに、自ら学び、考え、行

動する県民を支えるために、市町村立図書館の支援と来館者サービスを中心

に取り組む「知の拠点」 

＜美の発信の取組＞ 

他の県立施設のイベントなどの参加者が地域の文化をより深く知るための

企画展示や、資料の出張展示 等 
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＜参考＞ 本県でのこれまでの取組事例 

   

 

   

 

 

 

 

 

  

 
ＭＩＨＯ ＭＵＳＥＵＭ 

 パリ・ルーヴル美術館のガラスのピラミッドなどを手掛けたＩ．Ｍ．ペイの桃

源郷をテーマとした建築設計で国内外において評価され、世界的ブランド

のファッションショーの舞台ともなった美術館 
 
＜美の発信の取組＞ 

 世界の古代美術と日本古美術のコレクションを活かした展示、季節毎の特

別展、子ども向けのワークショップを開催 

  重要伝統的建造物保存地区内の町家を改築し、障害のある人の表現活動

と一般アーティストの作品をともに並列して見せることで、人の持つ普遍的

な表現の力を感じさせるミュージアム 
 
＜美の発信の取組＞ 

 アール・ブリュットに係る企画展、地域と連携した芸術祭、障害の有無に関

わらず芸術鑑賞を楽しむためのアクセシビリティ充実の取組を展開 

ボーダレス・アートミュージアム  ＮＯ－ＭＡ 

 琵琶湖文化館地域連携企画展と 

美術館常設展の共同開催 

具体的な取組イメージ 

県立の８施設で 

ネットワーク構築 

美術系ミュージアム 6 館

で会議体立ち上げ 

スタッフや学芸員の交流・連携事業の発案 

関係所属での意見交換 
館長や学芸トップの 
情報共有・意見交換 

連 携 事 業 の 実 施 

▼ ジャンルを融合した企画展示やワークショップの実施 

   ▼ 「水」や「食」など統一テーマに基づく連携事業の実施 

▼ 各館のコレクションを横断的に活用した企画展示 

▼ 複数館による県ゆかりの若手作家作品のリレー展示 

▼ ホームページや SNS 上での共同 PR、統一プロモーション 

（施設横断スケジュール、他館展覧会の紹介 等） 

▼ リーフレットやチラシの相互配架 

▼ 教育普及事業やワークショップの合同開催、モバイルスタンプラリー 

※ 残りの３館 ： 県立美術館、琵琶湖文化館、陶芸の森（既出）  

陶芸の森と美術館連携の 

ワークショップ 

 

組 
 

 
 美術館企画展と連動した図書館

特設コーナーの設置と埋蔵文化

財センター講演会 
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③滋賀県博物館協議会（県博協）等との連携 

県内には、県博協の加盟館など、多くの博物館、美術館、資料館があり、各地域の文化的

資源の魅力に触れることができます。 

こうした地域に根差した施設ともしっかり連携・協力しながら、文化観光その他の活動を

図り、地域の活力の向上に取り組み、滋賀の多様な美を全体として発信していきます。 

  

 ＜県博協 加盟館＞   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＜その他の連携施設＞  

 

 

 

 
 

 

  

ア） 県博協事務局と連携した各事業の実施 等      

イ）  県立施設が実施するワークショップや教育普及事業の共同実施 等 

 

 

 

（ヤンマーミュージアム） 

（草津宿街道交流館）

具体的な取組イメージ 

野口謙蔵記念館

ガリ版伝承館

浅井歴史民俗資料館

高月歴史民俗資料館

今津ヴォーリズ資料館

（大津地域） （甲賀地域） （湖東地域）
近江神宮時計館宝物館 菩提寺歴史文化資料室 手おりの里 金剛苑

大津市歴史博物館 湖南市東海道石部宿歴史民俗資料館 愛荘町立歴史文化博物館

大津絵美術館 甲賀市水口歴史民俗資料館 愛荘町立愛知川びんてまりの館

長等創作展示館・三橋節子美術館 みなくち子どもの森自然館 豊会館

大津祭曳山展示館 甲賀市土山歴史民俗資料館 多賀町立博物館

滋賀県立琵琶湖文化館 甲賀忍術博物館 ダイニックアストロパーク天究館

渡来人歴史館 甲賀流忍術屋敷 彦根城博物館

膳所焼美術館 甲賀市甲南ふれあいの館

建部大社宝物殿 滋賀県立陶芸の森　陶芸館 （湖北地域）
滋賀県立美術館 甲賀市信楽伝統産業会館 米原市醒井宿資料館

田上郷土史料館 ＭＩＨＯ　ＭＵＳＥＵＭ 醒井木彫美術館

田上鉱物博物館 滋賀サファリ博物館 米原市柏原宿歴史館

木下美術館 甲賀市くすり学習館 伊吹山文化資料館

比叡山国宝殿 長浜市長浜城歴史博物館

伊香立「香の里史料館」 （東近江地域） 成田美術館

大津市科学館 かわらミュージアム 長浜市曳山博物館

滋賀県立安土城考古博物館 国友鉄砲ミュージアム

（湖南地域） 近江八幡市立資料館 竹生島宝厳寺宝物殿

草津市立草津宿街道交流館 近江日野商人館 湖北野鳥センター

滋賀県立琵琶湖博物館 冷水寺胎内仏資料館

守山市ほたるの森資料館 布施美術館

守山市立埋蔵文化財センター 世界凧博物館東近江大凧会館 ヤンマーミュージアム

佐川美術館 木地屋民芸品展示資料館

栗東歴史民俗博物館 日登美美術館 （湖西地域）

白谷荘歴史民俗博物館

高島歴史民俗資料館

観峰館

滋賀県平和祈念館

国指定重要文化財「大角家」住宅

旧和中散本舗

野洲市歴史民俗博物館

（銅鐸博物館）

近江日野商人ふるさと館

「旧山中正吉邸」

東近江市近江商人博物館

・中路融人記念館
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④県立美術館と琵琶湖文化館（新文化館）の連携 

県立美術館と新文化館は、本県の美術館と歴史文化系博物館の中核的施設であると同

時に、それぞれが美の発信の入口・拠点ともなります。 

また、３つの美（近代・現代美術、アール・ブリュット、神と仏の美）に代表される両施設の

コレクションは、滋賀の美を特徴づけるものと言えます。 

このように、美の発信において重要な役割を担う２つの施設が有機的に連携することで、

インパクトのある面白い事業展開が可能となり、集客や地域経済への波及という面でも大

きな効果が期待できることから、今後、様々な形で両施設の連携を深めていきます。 
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜参考＞ 事業費(令和６年度当初予算）   （単位：千円）  

項 目 事業費 

施設間連携事業の実施 等 １，０００ 

 

 

 

  

具体的な取組イメージ 

（
新
文
化
館 

供
用
開
始
前
） 

（
新
文
化
館 
供
用
開
始
後
） 

県立美術館 琵琶湖文化館 

近代･現代美術 

地域ゆかりの作家作品 

近江の文化財（神と仏の美） 収蔵品の活用 

展示等による「近江の文化財」の魅力発信 

「近江の文化財」の魅力発信 

両館の連携企画の実施（展示、ワークショップ、教育普及事業） 

「美の拠点・入口」同士の連携による幅のある発信 

２つの施設の周遊を促す仕組み 
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【これまでの成果と課題】 

・令和３年（２０２１年）6 月に約４年振りに再開館を果たして以降、滋賀にゆかりの作家やコ

レクションを紹介する独自企画による意欲的な展覧会を開催するとともに、学校等との連

携により県内各地の子どもたちへの美術鑑賞や創作を楽しむ機会を提供する取組などを

行ってきた。 

・さらに、事業の実施にあたっては大学をはじめ他機関との連携を深めるとともに、年間パ

ス会員制度、寄附制度の新設や広報の充実など、運営の改善や安定化にも取り組んだ。 

・令和３年（２０２１年）の再開館以来、新型コロナウイルス感染症の影響も受け、企画展の観

覧者数や教育・交流事業の参加者数などの利用者数について、目標を下回る状況にある。 

 

 

 

 

 

・令和６年（202４年）には開館４０周年を迎えることを機に、これらの取組の一層の充実を

図るとともに、さらなる施設機能向上の検討課題や近年の状況の変化に対応し、美術館が

滋賀の美の魅力を発信する存在感のある施設となるために、令和５年度（２０２３年度）に

美術館の魅力向上の施策の検討（滋賀県立美術館魅力向上ビジョンの策定）を行った。 

 

令和３年(２０２１年)６月２８日、美術館は滋賀県立美術館と名称も新たに再開館し、魅力あ

ふれる美術館づくりに取り組んでいます。 

 

①令和３年（２０２１年）の再開館にあたっての対応 
 

ア） 館名の変更 

再開館にあたり、様々な表現や活動と柔軟に向き合い、社会や環境の多様性をより

深く感じられる場となる美術館を目指して、特定の時代や傾向を想起させる「近代」を

外し、「滋賀県立近代美術館」から「滋賀県立美術館」に館名を変更しました。 

 

イ） ディレクター(館長)のリーダーシップを発揮した館の運営 

ディレクター（館長）が、リーダーシップを発揮しながら、館運営の方向性（ディレクシ

ョン）を定め、館全体をマネジメントするとともに、専門的見識とネットワークを活かしな

がら、生まれ変わり社会と関わり続ける県立美術館の活動を広く発信しています。 

 

ウ） ビジュアル・アイデンティティ（ＶＩ）デザインの導入 

 新たな館をイメージしたＶＩデザインを導入し、館内外の発信に 

統一的に使用しています。 

 

エ） 施設の改修・イメージの刷新 

施設設備の老朽化対策の改修工事を行うとともに、より多くの皆さんに美術館に親

しんでいただけるよう、リニューアルを行いました。 

（３） 美術館改革 
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オ） ＷＥＢサイトの全面リニューアル 

県立美術館のホームページのデザインを一新し、展覧会や所蔵作品の情報をより分

かりやすく伝えるとともに、スマートフォンにも対応し、その魅力を広く発信しています。 

また、「オンライン美術館」のコーナーを開設し、子ども向けのアートプログラムや作家

のインタビューなど動画を中心に、ＷＥＢ上で美術館を楽しめるコンテンツを提供してい

ます。 

 

 

②再開館後の展開 

ア） 積極的な館のＰＲ 

ディレクター（館長）の積極的な館外活動や、ここ滋賀、WEB や雑誌等の媒体を通じ

て、県内外に県立美術館の魅力を発信しています。 

また､各種事業の多言語化対応を進め、世界に向けて県立美術館の取組を発信します。 

 

イ） 経済界とのつながり創出 

法人サポーター（寄附）制度や展覧会開催に際しての協力などを通じて、企業とのつな

がりを深め、美術館の事業の充実につなげています。 

賑わいのある美術館へ 

エントランス・ロビーおよびその周辺を、美術館と来館者の出会いや交流の場となる「ウェルカムゾ

ーン」と位置づけ、統一的なコンセプトでデザインされた空間として整備する。多くの利用者が美術

館で過ごす時間を楽しみ、居心地の良さを感じてまた来たいと思っていただけることを目指す。 

 ■ロビーに美術や滋賀に関連した商品・情報を提供するカフェやショップ、情報コーナーを設置 

 ■小規模なイベントや展示に活用できる多目的スペースやボランティア活動室の新設 

 ■滋賀県産素材を活用したテーブルやベンチ等を館内とエントランス前や中庭など屋外にも配置 

 ■親子連れで利用いただきやすくなるよう、キッズスペースや授乳室、ファミリートイレ等を新設 

 ■県内作家が小規模な展示や販売を行うことができるミニギャラリーを整備 

作品の魅力をより楽しむ 

■各展示室内装（天井・床・壁面）の張替 

■作品を守り演出効果の高いＬＥＤ照明の導入、快適な鑑賞のための壁面ガラスケースの低反射施工 

■ギャラリーの展示壁クロス張替とスポットライト導入 

人と作品の安全を守る 

■万一の場合も作品を守るガス消火設備を各展示室に導入 

■エントランス・ロビー天井の耐震化 

■老朽化した屋根や空調機器の更新、防火シャッターの改修 

■セキュリティ向上のための扉新設や電子錠設置 

■感染症対策(サーモグラフィカメラの設置、洗面所の自動水栓化)の導入 

 

みんなにやさしく使いやすい 

■授乳室や親子で使えるファミリートイレの新設、各トイレの全面改修（洋式化） 

■誰もがわかりやすい案内表示への更新 
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ウ） 展覧会改革 

特色あるコレクションをより積極的に活用し、様々なテーマでその魅力を存分に感じ

ていただける展覧会を開催しています。 

また、滋賀にゆかりの作家や、建築、デザインや写真、文化財等、従来のコレクション

の枠を超えた他分野とも交流したテーマや、障害者や子どもなど多様な鑑賞者が楽し

める視点を取り入れた展示など、他館では見られないオンリーワンの自主企画により、

いつ来ていただいても見ごたえのある展示を行っています。 

 

エ） 多様なアート体験の提供 （教育・交流事業） 

県立美術館に繰り返し訪れていただけるよう、年齢やニーズ等に合わせたきめ細か

な鑑賞・体験プログラムを提供します。また、遠方の地域での出前授業や、学校現場と

連携した美術教育に関する取組なども積極的に行っていきます。 

さらに、より多くの子どもたちが、アートの魅力や新たな学びに出会えるよう、学校団

体鑑賞や職業体験（中学生チャレンジウィーク）の積極的な受入を行っています。 

 

オ） 他施設との連携 

琵琶湖文化館をはじめとする県立ミュージアム間、県博協加盟館等、県内他施設との

連携を進めるとともに、地理的に近接する関西・中部圏のミュージアムと連携した活動

や、アール・ブリュットや滋賀にゆかりの作家等の特定のテーマに基づく全国のミュージ

アムと連携した活動を行っています。 

 

カ） 美術館ボランティアの充実 

 県立美術館のパートナーとなって、県民と県立美術館との間をつなぐ架け橋となるボ

ランティアを育成します。 

 県立美術館の展示やワークショップ等の事業に関連した活動を行っていただくほか、

学校団体等の鑑賞をサポートする役割を担っていただけるよう、研修等を行っていま

す。 

 

キ） 経営の健全化 

企画内容やサービスの充実を図り、来館者の満足度を高めるとともに、メンバーシッ

プ制度を導入し、来館者やリピーターの拡大を図っています。 

また、個人や法人向けサポーター制度の新設など、共感・支援の輪を広げながら寄附

の獲得に努めます。さらに、国や民間財団の助成の積極的な活用や、職員のコスト意識

向上に向けた取組により、経営の健全化を図ります。 

     

ク） 県立美術館に至るまでの案内表示の改善 

訪れた人に、文化ゾーンに足を踏み入れた時から、ワクワク感や高揚感を感じていた

だけるよう、公園内にアート感漂うモニュメントやベンチ、展覧会の案内ボード等を設置

していきます。 

公園内に展覧会の案内ボードを新設したほか、最寄りの瀬田駅においても、大津市

やＪＲ西日本と連携し、駅構内や広場に美術館の情報を掲示するなど、美術館の玄関口

にふさわしい雰囲気づくりを行っています。 
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ケ） 公園内施設との有機的連携 

図書館や（公財）滋賀県文化財保護協会（埋蔵文化財センター）、びわこ文化公園管理

事務所など公園内各施設との連携のもと、「アートにどぼん！」などワークショップやイ

ベントの開催を行っているほか、特に隣接する県立美術館と図書館の間で人の行き来

が生まれるよう、図書館による展覧会に関連する書籍の展示などを行っています。 

 

 

③さらなる施設機能の向上（「美術館魅力向上ビジョン」）の検討 

積み残しとなっている施設機能や面積の課題に対応するとともに、将来に向けて美術館

が滋賀の美の魅力を発信する施設としての役割を果たせるよう、令和５年度（２０２３年度）

に課題の洗い出しとソフト・ハードを含めた機能向上の方向性を検討し、令和６年（２０２４

年）３月に「滋賀県立美術館魅力向上ビジョン」としてまとめます。 

令和６年度（２０２４年度）から、その具体化に向けた計画策定等に着手します。 

 

 

 

 

  

Ⅰ 現状分析 
 

強 み （内部資源・環境のプラス要素） 
・世界的に見ても有数のアール・ブリュットのコレクション 

・近代日本画や滋賀ゆかりの美術・工芸等、現代美術の特徴的なコレクションと、関連する調査研究や展示

の実績 

・教育交流事業（ワークショップやアウトリーチ等）の実績 

・自然環境豊かなびわこ文化公園内に立地 

・近隣に図書館、大学等教育機関や医療、福祉などの専門機関が多く立地 

・高速道路からのアクセス利便性 

弱 み （内部資源・環境のマイナス要素） 
・展示室の面積が都道府県立美術館としては狭く、コレクションの展示機会、巡回展や新機軸の展覧会の開

催に制約 

・収蔵庫の収容力に余裕がなく、今後の作品増加への対応に支障 

・展覧会観覧者数が長期的に減少傾向 

・既存施設の老朽化 

・ギャラリーの展示環境や面積、搬入動線に制約 

・野外空間の活用が不十分 

・駅や近隣施設間の公共交通機関でのアクセスが不便 

・びわこ文化公園内の園路の歩行環境や案内表示の整備が不十分 

 

美術館魅力向上ビジョンの概要 
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機 会 （外部資源・環境のプラス要素） 
・びわこ文化公園への Park-PFI 制度の導入 

・県全体の 15 歳未満人口の割合が、全都道府県の中で上位２番目 

・新名神高速道路の延伸による交通アクセスのさらなる向上 

・改正博物館法や文化観光推進法の施行等、美術館への新たな役割の期待 

・国の第４期教育振興基本計画において全国の博物館・美術館等の機能強化・設備整備の促進が明記 

脅 威 （外部資源・環境のマイナス要素） 

・余暇の過ごし方の選択肢が多様化し、全国的に美術館のリニューアルや新設が相次いで行われる中、県立

美術館の存在感が相対的に低下 

・展覧会の開催経費（輸送費、保険料等）や館の運営経費（委託費、光熱費等）が高騰 

 
 
 

Ⅱ 目指す姿 
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Ⅲ アクションプラン 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ⅳ 期待される効果 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

④想定スケジュール 
 

 
令和３年度 

(２０２１年度) 

４年度 

(2022 年度) 

５年度 

(2023 年度) 

６年度 

(2024 年度) 

７年度 

(2025 年度) 

８年度以降 

(2026 年度) 

全        体 
再開館 

（６月） 
  

開館 

40 周年 
  

再開館後の展開 
 

・展覧会改革 
 

・アート体験 
の多様化 等 

   

 

  

さらなる施設機

能の向上 
  

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

再開館後、継続的に取組をおこない来館者増や

リピーター定着につなげる 

美術館魅力向上 

ビジョン策定 
整備基本計画検討 

整備基本計

画に沿った
事業の展開 

①ビジョンの実現に向け、施設・設備の機能の充実を目指した整備基本計画の策定 

②県民をはじめとする様々な方と一緒に、県立美術館のこれからについて考える機会をもつなど、多
様な主体との対話を通した検討の実施 

③案内表示や植栽の改良、野外作品の充実と活用などによる、県立美術館と公園の一体的な魅力の向
上や県立美術館までのアクセスの改善 

④コレクションの継続的な充実と活用、県立美術館ならではの展示の展開・発信 

⑤子どもや子ども連れが気軽に県立美術館に親しむことのできる取組の実施 

⑥県庁各部局や周辺の教育・医療・福祉機関、企業、市町等をはじめとする各機関との連携の強化 

⑦県立美術館を核とする文化観光の展開や高付加価値化の取組による観光振興・経済活性化 

⑧企画展の組立ての精査や歳入確保の取組の強化等による、持続可能な運営体制の構築 

・子どもから大人まで、障害の有無や国籍等にかかわらず様々な立場の方が気軽に県立美術館を訪
れ、滞在する時間を楽しむことで、日常が豊かになります。 

・関西・中京圏を中心に、全国、さらには海外からも「わざわざ来ていただける」美術館として、滋賀県の
認知度の向上に寄与するとともに、経済・観光面への波及効果をもたらします。 

・次の時代を担う子どもたちが、多様な表現・価値観に出会う体験を通じて、他者や異なる文化に対し
て関心を持てるようになります。 

・県立美術館ならではの先駆的な取組を通じて、広く社会に創造や問いかけの種をまき、新たな展開を
生み出します。 
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⑤目標  

項 目 現 状 等 目   標 

利用者数 

(館外での活動を

含む) 

【令和４年度(20２２年度）】 

 ■観覧者数   ７0,５２３人 

（常設展）  ３６,４０４人 

（企画展）  3４,1１９人 
 

 ■教育・交流事業 参加者  

              １６,3４３人 
 

        計    ８６,８６６人  

【令和７年度（２０２５年度）】 

 ■観覧者数  100,000 人 

（常設展）  40,000 人 

（企画展）  60,000 人 
 

 ■教育・交流事業 参加者  

              60,000 人 
 

        計   160,000 人 

来館者の満足度 【令和４年度(20２２年度)】 

県立美術館の満足度 

 「大変良い」または「良い」 

              ８９．８％ 

【毎年度】 

県立美術館の満足度 

(滞在が有意義であったか) 

  「大変良い」または「良い」 

                ９０％ 

 
 

＜参考＞ 事業費(令和６年度当初予算）   （単位：千円）  

項 目 事業費 

展覧会開催事業費 １０３，９０８ 

情報普及事業費 １３，３１９ 

美術品収集事業費 １８，０００ 

管理運営費 １５９，４８３ 

美術館魅力向上事業費 １７，４５０ 

計 ３１２，１６０ 
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【これまでの成果と課題】 

・「（仮称）新・琵琶湖文化館基本計画」に基づき、官民連携手法等導入可能性検討調査を実

施したところ事業の実施手法は PFI（BTO）手法が適するとの評価を得た。 

・（仮称）新・琵琶湖文化館整備事業として設計・建設・管理運営を一括発注する PFI 事業

に係る実施方針の策定や、特定事業の選定、入札公告等を実施し、令和５年（２０２３年） 

７月に事業落札者の決定を行った。 

・休館中の琵琶湖文化館における近江の文化財の魅力発信について、地域連携企画展（館

外展示）や文化財講座等を実施した。 

・令和９年度（２０２７年度）の開館に向け、整備事業の着実な実施を図る必要がある。 

 

平成２０年（２００８年）以来休館中の「滋賀県立琵琶湖文化館」について、近江の文化財を

保存・継承・活用・発信する中核拠点「新・琵琶湖文化館」として整備を図ります。 

 

 

  

①基本理念 

近江の文化財で “つなぐ” “ひらく” 未来の滋賀 
    「近江の文化財で“つなぐ”“ひらく”未来の滋賀」を基本理念に、悠久の時間の中で育み受

け継がれてきた近江の文化財を中心に、｢人と地域｣｢歴史と未来｣｢滋賀と世界」をつなぎ、

「心豊かで持続可能な滋賀」をひらく博物館をつくります。 
 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４） 琵琶湖文化館のリスタート

近江の文化財で “つなぐ” “ひらく” 未来の滋賀 

悠久の時間の中で育み受け継がれてきた近江の文化財 

 

 

近江の文化財の国際的な価値

や魅力を広く世界に向けて発信

します。 

つなぐ  滋賀と世界  
近江の文化財が持つ価値を、物

語を通して将来、未来へと継承し

ます。 

つなぐ  歴史と未来   
近江の文化財を通して人々が地

域への理解や関心を高め、集い

支えあう懸け橋とします。 

つなぐ  人と地域 

「心豊かで持続可能な滋賀」をひらく博物館 

新・琵琶湖文化館の概要 
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② 施設像 

    近江の文化財を中心とする基本的なミュージアム機能に加え、地域や社寺で守られてい

る文化財のサポートセンターとしての機能や県内各地へ誘う文化観光拠点となるビジターセ

ンターとしての機能を備えます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

③活動計画 

 新文化館に求められる役割や文化財をめぐる社会情勢を踏まえ“活動の３つの視点”を基

盤に据え、５つの活動を展開します。 

 

ア） 活動の 3 つの視点 

仏教美術を中心とした滋賀県の文化財の保護、展示公開の中核

としての機能継承・発展に加え、県内の歴史文化系博物館等の

活動活性化に向けた支援も担う。 
 

これまで以上に県民や観光客にとって身近で親しみやすい施設

とするため、障害の有無や言語の違い等に関わらず、誰もが楽

しめ、人々の交流につながる取組を展開する。 
 

コロナ後の社会に対応し、地域の独自性や絆を表す存在として

文化財の価値を高め、より多くの人々とのつながりを結ぶため、

最新のデジタル技術等を導入し、文化財の新たな可能性を追求

するとともに博物館の多様な利用を実現する。 

 

 

 

 

 

 

近江の文化財を保存･継承･活用･発信する中核拠点 

・近江の文化財を調査・研究し、適切に収蔵・保管 

・工夫を凝らした展示公開により様々な学びや体験を提供 

・文化財や文化財を生み出した自然・風土を通じ、滋賀の美の 

 魅力を発信 

市町､県内博物館等 地域・社寺等 

地域の文化財の 
サポートセンター 

・地域や社寺での文化財の保存・活用を支援 

文化観光拠点となる 
ビジターセンター 

・文化財を生み出した滋賀の魅力の紹介、 

各地への誘い 

近江の文化財 
を中心とするミュージアム 

県内の文化観光施設等 

（視点１）  

県内歴史文化系博物館 

の核となる役割 

（視点３）  

コロナ後の社会を 

見据えた博物館 

（視点２）  
誰もが利用しやすい 

工夫 
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イ) 活動の柱 

      ■収集・保管 

  近江の文化財を収集するとともに、危機にある地域の文化財のセーフティネットとし

ての役割を果たし、未来へと確実に継承します。 
 

＜活動方針＞ 

  仏教美術・神道美術をはじめとする近江の文化財を寄贈・寄託を中心に収集する。 

  国宝、重要文化財を含む琵琶湖文化館の貴重な収蔵品を未来へ継承するため、そ
れぞれの材質にあわせた収蔵環境の下で適切に管理する。 

  地域で保管している文化財の自然災害時における緊急保護、地域での保管が困難
になった文化財の受入等に対応する。 

  外部資金等も活用し、収蔵品の保存･修復作業を推進する。 

    

      ■展示 

  近江の文化財の魅力や価値を県民をはじめ国内外の幅広い人々に正しく伝えるこ

とで地域の誇りを醸成し、文化財の保存・継承に対する意識を高め、文化財の保存と活

用の持続可能な好循環を創出します。 
 

＜活動方針＞ 

  国宝、重要文化財等の実物資料を中心とする質の高い展示を行う。 

  文化財を育んできた文化や風土等を紹介する展示を行う。 

  子ども、障害者、外国人、学校団体、研究者等、幅広い利用者に対応した鑑賞機会
の提供や展示解説の工夫を行う。 

  県内の社寺や地域、県内博物館・美術館等と連携した展示を行う。 

  国内外に向け、インターネットを活用して文化財を鑑賞できるオンライン展示を行う。 

    

      ■調査・研究 

  近江の文化財を調査・研究し、その魅力や価値を明らかにし、成果を地域社会に

広く還元します。 
 

<活動方針＞ 

  収蔵品に関する調査・研究を行い、成果を地域に還元する。 

  収蔵品データベースを構築し、収蔵品管理の効率化や公開情報の拡充を図る。 

  外部研究者との共同研究、外部資金導入により、幅広いテーマの研究を推進する。 

  県内博物館等の学芸員の研修､博物館実習の受け入れ等により､人材育成支援を行う。 
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      ■情報発信・交流 

  近江の文化財やそれらを生み出した滋賀の情報を収集・発信し、県内各地へ誘う

とともに、交流を活性化します。 
 

＜活動方針＞ 

  文化財や近江の歴史・文化の情報に触れ、学ぶ機会を提供する「インフォメーシ
ョン・ラーニングゾーン」を設ける。 

  子ども、障害者、外国人等、誰もが容易に情報を受け取れるよう情報提供を充実
する｡ 

 収蔵品データベースの公開・活用により、情報発信を行う。 

 学校や地域への出前講座等、積極的なアウトリーチ活動を展開する。 

 県内の社寺や文化財保有地域等の情報を収集・発信し、現地へと誘う。 

 多様な活動におけるボランティアの活用、交流を行う。 

 

     ■地域の文化財の保存・活用支援 

  市町等と連携して、地域で大切にされてきた近江の文化財の保存・活用を支援

する等、県文化財保護行政の一翼を担います。 
 

＜活動方針＞ 

 地域に点在する文化財等の実地調査や研究を行い、研究成果を地域に還元する。 

 地域の文化財の日常管理、保存修理の技術指導や相談等に対応する。 

 県内博物館での地域の文化財を保存・活用する取組に対する支援・連携を行う。 

    

④施設整備計画 

ア） 施設整備の基本方針 

■文化財を守り継承する施設としての機能の充実（公開承認施設を目指す） 

■琵琶湖や立地環境と調和し、人々に親しまれる交流空間の創出  

■誰もが利用しやすいユニバーサルデザインによる施設  

■環境負荷の低減策の導入 

 

イ） 立地 

   大津市浜大津 大津港港湾業務用地（県有地） 

 

ウ） 施設規模等 

延床面積  約 6,700 ㎡ 

整備費    約７０億円    
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【基本計画策定】 

【ＰＦＩ簡易検討】 

⑤来館者目標  【令和１４年度（２０３２年度） 概ね開館５年後の平年ベース】 

 

 

⑥事業推進スケジュール 

令和９年(202７年）春の建物竣工、同年１２月の開館を目指します。 

   

年  数 実 施 事 業 

令和 2 年度 

(2020 年度) 

 

令和３年度 

(2021 年度) 

 

令和４年度 

(2022 年度) 

 

 

令和５年度 

(2023 年度) 

 

 

令和６年度 

(2024 年度) 

 

 

令和７年度 

(2025 年度) 

 

 

令和８年度 

(2026 年度) 

 

 

令和９年度 

(2027 年度) 

 

 

 

 

＜参考＞ 事業費(令和 6 年度当初予算）   （単位：千円） 
 

項 目 事業費 

新・琵琶湖文化館整備推進事業 ２３８，５３７ 

琵琶湖文化館管理費 ２４，４９１ 

計 ２６３，０２８ 

  

 

展覧会来場者数 100,000 人 

文化財講座等参加者数 3,000 人 

インフォメーション・ラーニングゾーン来場者数 75,000 人 

カフェ・ショップ等利便施設利用者数 20,000 人 

その他 2,000 人 

合    計 200,000 人 

開  館 

【ＰＦＩ詳細検討】 

【ＰＦＩ諸手続】 

【設計】 

○実施方針策定 ○特定事業選定 

○入札・契約関連事務 

【開館準備】 

○事業者選定・契約 

【工事】 
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本プランに掲げる取組を着実に推進するため、県において、適切な体制を維持します。  

特に、県立美術館は、公立の美術館としての側面と「美の魅力発信」の総合センターとし

ての側面を、うまく融合させながら事業を推進していきます。 

 

 

本プランでは、新規に着手する取組や、今後、関係者と一緒に実施内容を検討する事業

も盛り込んでいるため、毎年度、全体の進捗状況や目標の達成状況、課題等をしっかり検

証し、その後の施策展開に活かしていきます。 

 

 

「文化観光推進法」では、博物館や美術館など地域における文化観光拠点施設を中核

に、文化観光の推進を図ることを目指しており、同法に基づく「滋賀県立美術館文化観光

拠点計画」が令和３年（２０２１年）11 月に認定されました。 

同計画を着実に実施し、滋賀らしい「文化ツーリズム」を推進することにより、地域の振興

や経済の活性化につなげていきます。 

 

 

 

令和５年（２０２３年）３月に京都に移転された文化庁との地理的な近接性を活かして、文

化庁職員と滋賀県職員との交流を重ね連携を深めるとともに、交流で得られる知見をもと

に、美の資源の磨き上げを促進し、滋賀の美の魅力発信につなげていきます。 

 

６ プランの着実な推進に向けて 

（１） 推進体制の維持

（２） 取組の進捗状況の確認 

（４） 文化庁との連携 

（3） 文化観光推進法に基づく計画の推進 


